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要旨  我々は自然言語処理を応用した医療用の自動点訳システムを開

発している.点字での医療情報提供の目処は立ちつつあるが,点字識字

率の低下が次なる問題で,人生の途中に疾病の影響で視力障害を来した

中途視覚障害者への点字教育担当者の削減は深刻である.そこで我々は，

中途視覚障害者の社会復帰支援としての点字識字率向上を実現すべく

“点字 e-learning”を開発した.この点字 e-learning は点字学習に有

用だったが,点字の触読能の学習は不可能である.そこで今回，市販の点

字ディスプレイの利用で点字触読学習を可能にした“触読点字

e-learning システム”を開発したので報告する. 
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1. 背景 

点字は，触読文字で横二点，縦三点の六点で表され [1]，視覚障害者向けの文

章のみならず，情報提示として公共施設の案内やアルコール飲料等の刻印にも使

用されている．そのため，点字の習得は視覚障害者が社会生活を送る上で有益で

ある． 

我々はこれまでに，自然言語処理技術を応用した医療用の自動点字翻訳プログ

ラムを開発してきた［2］．昨年，この自動点訳システムで作成した病院案内の点

字パンフレットを本学附属病院に設置［3］し，現在は点字による医療文書の提供

を目指している．加えて，点字識字率向上を目的に“点字 e-learning”を開発し

てきた[4]．これは中途視覚障害者の点字学習に有効[4]だったが，点字の触読能

の学習は不可能だった．そこで今回，点字の触読学習を可能にした“触読点字

e-learning システム”を開発することにした． 
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2. 触読点字 e-learning の開発 

これまでに我々が開発した点字

e-learning[4]は，学習者のコンピ

ュータのアーキテクチャや OS に依

存しないようにするために Web ベースで構築

しており，今回も同様の構成を踏襲した．そ

して，指の触感と点字の記憶をリンクさせて

触読能を向上させるべく，出題画面を HTML

で作成した中に点字ディスプレイを制御する

命令を JavaScript で実装し（図１），web ブ

ラウザから点字ディスプレイ（ブレイルメモポケット，ケージーエス株式会社）

を制御可能にするためにデーモンプログラムを開発した．今回開発した触読点字

e-learning は WindowsXP 上で各ブラウザの正常動作を確認した．中途視覚障害者

の協力による点字学習の評価では，点字 e-learning より触読点字 e-learning で，

学習効果の有効性が確認された（図 2）． 
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